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冬の里山は楽しい！ 

★２学期終了 本日をもちまして２学期が終了となります。充実した日々を過ごし、また、様々な行事を

経験し、子ども達も大きく成長することができました。保育参観では、楽器・リズム遊びや、普段の生活・

遊びなどをご覧いただき、お子様の成長の様子をご理解いただけたことと思います。また、運動会や遠足な

ど体を存分に動かす行事や、いもほり＆焼きいも会、稲刈り、秋祭りなど秋の自然を体感する行事など、こ

の時期ならではの活動や行事を楽しむことができました。保護者の皆様には、あたたかいご理解とご協力を

いただきありがとうございました。皆さまからの励ましのお言葉や「信頼をいただいている」という安心感

が、担任をはじめ教職員の一番の支えとなり、明日の保育への活力となります｡ 

 ３学期も教職員一同、この環境を活かした教育の質を高め、子ども達の更なる成長のため、努力してまい

ります。明くる年も、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。２０２４年が、子ども達、そして皆様

にとりまして、佳い年になりますようお祈り申し上げます。 

★世界との繋がりから学ぶ  ～ESD-Net 2030 グローバル会合～ 

１２月１９日に、文部科学省、ユネスコ主催の「ESD-net 2030 グローバル会合フィールド訪問」が開催され、 
１５カ国、約４０名の方が来園されました。メンバーはユネスコ本部、各国のユネスコ、世界幼児教育保育機構な

ど、世界の教育をリードされている方々で、大変貴重な交流を持つことができました。ホールで本園のＥＳＤを中

心とした幼児教育を紹介した後、３グループに分かれて園庭での様々な活動を見学していただきました（当日の配

布資料はホームページからもご覧いただけます。当日は学期末の振り返りや大掃除を行う予定でしたので、これま

での様々な活動を紹介したり、大掃除などの日本の文化に触れていただいたりと、充実した内容をご覧いただきま

した。また、年長が行ってきた千歯扱きや足踏み脱穀機による稲の脱穀も、実際に体験していただきました。 
参加者からは様々な感想をいただきましたので一部をご紹介します。 
「1 から 10 まで子どもたちが行っていることに驚いた。自給自足だね。」 
「（里山の）環境を幼児向けに再現していて素晴らしい。」 
「運動面や情操面など、都心の園とは発達の違いが見られのでは。」 
「ここに通いたかった、子どもを通わせたい。」 
「ここに通っている子どもたちは幸せね。」 
今後も、日本の幼児教育を世界に紹介すると共に、世界の教育から吸収し、交流

を深め、本園の教育をさらに向上させていきたいと考えております。通訳ボラン

ティアをしていただきました保護者の皆様、大変ありがとうございました。 

★クリスマス会                               

保育室やホールに、クリスマス制作で作った作品を飾り、「クリスマス会」のはじまり！サンタさんのお話

を聞きていると、本物のサンタさんが登場！ 歌を一緒に歌ったり、プレゼントを受け取り、写真撮影。子

ども達も「サンキュー」などと元気に挨拶を交わしていました。給食もクリスマスメニューで、楽しいクリ

スマス会になりました！�



★大掃除                                         
おもちゃ、椅子、ロッカー、床の雑巾がけなど、「ありがとう」の気持ちを込めて、みんなで協力

しながら年末の大掃除を行いました。（園庭の遊具も行いました）�
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★年少 麦踏み                                        �

麦を強く育てるために麦踏みを行いました。最初は恐る恐るでしたが、しっかり踏めるようになりました！�
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★年中 すいとんクッキング、味噌造り、アトリエ                       

年中さんは秋の恵みを使ってクッキングやアトリエを楽しみました！�

●育てた小麦で「すいとん」！ ●味噌づくり！お手伝いの皆様に感謝！   ●なみ先生と草木染め �
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★年長 国際交流キッツアース ～インドネシアの専門家とオンライン交流              
今年度から始まった「国際交流キッツアース」。子ど

もたちの興味や関心を世界に向け、探求心を広げると

共に、様々な文化や価値観を知ることを目的としてい

ます。このプログラムは、遊びや活動のコーナーの�

一つとして設け、これに興味がある子が参加します。�

今回は年長が「ムササビは海外にも棲んでいるの？」

という疑問を持ったため、インドネシアの動物保護専

門家と Zoom でつないで交流しました。インドネシアには、オオアカムササビなど３種類が棲んでいると

教えていただき、子どもたちから、色や大きさ、食べ物などを質問したり、日本のムササビについて自分

たちが知っていることを教えたりしていました。今後も、生き物に限らず、子どもたちの多様な興味を受

け止め、広げていけるよう考えています。�
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★年長 プラネタリウム                                     

年長さんは八王子市こども科学館のプラネタリウ

ムに出かけました。科学遊びコーナーで“科学の不

思議”を感じたり、プラネタリウムで満天の星空や

星座のお話を夢中になって聞いていました。宇宙へ

と興味の幅が広がることを期待しています！�

 


